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「今回の授業から」
研究主任の目線👀

【自立した学習者の育成】
　今年度初の研究授業は、５年生の「マット運動」の学習でした。従来通りの授
業は、先生の指示通りに試技に取り組み、先生の指示通りに試技から得た気付き
を話合ったり、発表したりするものです。いわゆる、「単線型」の授業です。
　しかし、今回の加藤先生の授業では、子供たちが単元の最後に行う「マット運
動発表会」に向けて各々が課題解決の仕方を工夫して試技を行ったり、技の組み
合わせ方を考えたりする姿が見られました。まさに「学び続ける子供たち」で
す。本校の研究を通して、このような「自立した学習者」の育成を目指した授業
改善を今後も進めていこうと気持ちを新たにしました。

【学習の個別化】
　一般的に、「個別最適な学び」には二つの方向性があります。
　①指導の個別化
　⇒一定の目標を全ての子供が達成することを目指し、個々の子供に応じて異な
　る方法等で学習を進めること。
　②学習の個性化
　⇒個々の子供の興味・関心等に応じた異なる目標に向けて学習を深め、広げる
　こと。
　今回の授業は、②「学習の個性化」の要素が濃いものでした。各々が異なる技
に挑戦し、そして、練習の取組み方は様々でした。手本動画をチェックする子も
いれば、手本を得意な友達に見せてもらう子もいました。児童が学習方法を自己
決定しながら学ぶ姿が、非常に新鮮でした。
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【授業のパラダイムシフト】
　授業内において、知識・技能に
アクセスするスタイルが変わって
きています。
　従来の授業は、教師が知識・技
能を獲得し、その知識・技能を児
童に伝えるというものでした。現
在は、学習者用コンピュータの導
入により、児童の学びが変化して
きました。自由に知識・技能にア
クセスすることが可能になったた
め、「自分が学びたいと思った時
に、場所や時間に関係なく学ぶ」
ことができるようになりました。
そのため、個々の児童の学びを捉
えていく仕組みが必要になりま
す。この仕組みを整えることで、
桜野小学校が目指す「深い学びの
実現」の評価につながります。

【個人と集団をつなぐ】
　「個別最適な学び協働的な学
習」は、相互促進的な関係にあり
ます。相互学習が深まるには個別
の学習が不可欠ですし、仲間との
協働的な学習を通すことによっ
て、個別学習は一層深まります。
児童の学びを深めるために、それ
ぞれの学びをつなぐHubとなる手
だてを具体的に講じることが求め
られます。講じた手だてが、
個別学習⇔Hub⇔協働学習のどこ
を補強するものなのかを明らかに
することが、児童の資質・能力の
育成につながります。

【一人一人の学びを評価】
　児童の学びを適切に評価をする
ために、児童一人一人のエピソー
ドを追いかけてことが大切です。
個別最適な学びを行っているわけ
ですから、児童が一人で学ぶ瞬間
があります。また、協働的に学ん
でいる際も、同じ系統の技を練習
している者同士で、それぞれの場
で学び合っています。各々が異な
る学びを展開しているため、児童
一人一人の学びを追いかけていく
必要があるわけです。
　その学びを追いかけるために例
えば、同じワークシートを繰り返
し使用することで学習初期の自分
と現在の自分とを比較することが
でき、児童自身が自分の成長を実
感できるようになります。また、
教師も児童の成長を見取ることが
可能になります。
　今後は、このような評価をもと
に、桜野小学校が目指す児童像に
児童が近付いているかということ
を客観的な指標を用いて評価して
いくことが重要です。

　↑同じ技に取り組む仲間からの助言を受け、
個人の学習に戻る姿が見られた。↓

　学習者用コンピュータで、
手本動画を確認↓


